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Aイエスは言われた。「わたしが道で
あり、真理であり、いのちなのです。

わたしを通してでなければ、だれひと

り父のみもとに来ることはありませ

ん」 (ヨハネ 14:6)。

天国へa棄 賭 のまま天琶 である。
それは、イユヌ″ゞ Fわたし12■道である」
といわれた″ヽらであるゴ `ε・アンド
ノュースリ。
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人類は繁栄を求めて通商の道を拓き、
心の平安を求めて巡礼の道を作ってき
た。しかし、その道の両側には暴利を

むさぼる歓楽と淫乱の街が生まれた。
この道がもともと生から生へと向かう

道でなかったからである。

人類は真理を求めてきた。真の自由

と平和が真理からくると知っているか

らだ。だが、そのために論争し、暴力

をふるい、愚かな戦争までしてきた。
真理は日に見えない方からくることを
しらなかったからである。

人類は永遠のいのちを求め、死者の

ために祈つてきた。だが、死後の世界
に誰もが確信できる答えを得ることは

できなかった。死そのものに打ち勝っ

た方に出会ったことがなかつたからで

ある。

イエスは、ご自分が人生の真の目的
へと結ぶ道であり、神の真理の現われ

であり、永遠のいのちであると言われ

た。イエスは、それらについて説くた

めに来られたのではない。イエスその

ものが道であり、真理であり、いのち

なのだ。だから、私たちはイエスその

ものを求めるべきである。

●山室軍平著『平民の福音』より

かくのごとく第一、自分のつみとが

を悔改めること、第二、イエス・キリ
ス トを信仰すること、この二つはまこ

との神信心の手始めである。罪のゆる

しを受ける道筋である。そして人がこ

の悔改めと信仰とをもつて神様に帰る

時、神様はすぐにその人の罪とがをゆ
るしそのたましいをお救いなさる。

キリス トとならべてはりつけにかけ

られた ドロボウのひとりは、その手足

にくぎをうたれ、しばらくはりつけの

上にさらされて、ほどなく息絶えよう
とするいまわの際に、その多年の罪と

がを悔悟し、隣のはりつけにかかつて

おいでになるキリス トに向かい、「主
よ。どうか私のたましいを救いたまえ」
とお願いすると、キリス トは答えて、
「きょうなんじは我とともにパラダイ
ス (楽園)に あるべし」と仰せられた
とある。「見よ。今は恵みの時、見よ。
今は救いの日なり」

きょうというきょう、そのつみとが

を悔改めてイエス・キリス トを信仰さ

えすれば、すぐさまその場で全く罪か

ら救わるるのである。諸君のうちにま

だキリス トの救いを受けていないお方

は、この一段を読んでしま うとす ぐに

書物を閉じてしばらくその場にひざま

ずき、天の父なる神様にお祈 りなされ。

なんにも別段難 しいことはない。ただ

おさなごが親に物言 うごとくへ りくだ

りたる心をもつてありのままにつぎの

ごときお祈 りをなされたがよろしい。

「天の父様、私はあなたの前に大罪

人であります。さりながらあなたは罪

を悔改めてキリス トを信仰する者を、

お救い下さるよしを承 り、今私は心か

ら私の罪を悔改め、またイエス 。キリ

ス トがただ今私をお救い下さることを

信仰いたします。 どうかただ今私を罪

より救い、新 しき人間にして下さいま

せ。アーメン」

それで結構である。ただあなたが本

気でこれだけの祈 りを神様になされば

神様はす ぐにあなたの罪 とがをおゆる

しなさる。一遍本気で神様に祈ればそ

れでよろしい。聖書を読んで神様のお

ぼし召 しを伺い、祈 りをもつて神様に

御相談 し神様 とふたり連れで世渡 りを

なされませ。

物のひとつきもたつてから、ふ りか

えつて見れば、あなたが信仰を始めた

前 と後 とは、その考えの上にも、こと

ばの上にも、おこないの上にも、著 し

い変化の起こったことを見いださるる

に相違ない。 Ω

くお知らせ ▲an●●
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◇ MGF女性メンバーの集いの名称は「イヤリング・ハート」
◇ クリスマス特別ネL拝 日時 :12/25(日 )午後4:30～ 場所 :檀田地区センター 礼拝後ポトラックディナー


